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詳しい結果は１２ページをご覧ください。



　

３
月
・
４
月
は
進
入
学
や
就
職
、
転
勤
な

ど
で
大
勢
の
人
が
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
季
節
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
住
所
が
変

わ
る
方
も
多
い
は
ず
。
昨
年
の
常
陸
大
宮
市

へ
の
転
入
は
１
、２
４
０
人
、
転
出
は
１
、３

９
９
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
３
月
と
４
月

の
転
入
は
４
０
９
人
、
転
出
は
４
５
８
人

と
、
２
か
月
だ
け
で
年
間
の
約
３
割
を
越
え

ま
す
。

　

今
回
は
、
転
出
す
る
人
や
新
し
く
市
民
に

な
っ
た
方
、
市
内
で
住
所
を
変
更
す
る
方
な

ど
が
行
う
、
市
役
所
で
の
手
続
き
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
住
所
の
届
け
出

　

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
市
役
所
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。
正
し
い
住
所
を
届
け

て
い
な
い
と
選
挙
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
国

民
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
様
々
な
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

つ
い
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
時
間

が
経
つ
と
面
倒
に
な
っ
た
り
、
忘
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
期
限
内
に
本
庁
ま
た

は
、各
総
合
支
所
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
特
に
昼
休
み
の
時
間
帯
や
月
曜
日
は

混
み
合
い
ま
す
の
で
、こ
の
間
は
避
け
る
か
、

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

住
所
が
変
わ
る
と
、
住
所
変
更
の
届
け
出

の
ほ
か
に
も
手
続
き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
主
な
手
続
き
を
転
入
や
転
出
、
転
居
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
ま
し
た
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
場
合
に
よ
っ
て
必
要
な
も
の
が
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
民
年
金

　

国
民
年
金
加
入
者
及
び
受
給
者
が
対
象
。

�
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、
印
鑑

●
老
人
保
健

　

転
入
前
に
受
給
者
だ
っ
た
方
が
対
象
。

�
負
担
区
分
等
証
明
書
、健
康
保
険
証
、印
鑑

●
マ
ル
福

　

転
入
前
に
受
給
者
だ
っ
た
方
が
対
象
。

�
交
付
状
況
証
明
書
（
県
内
か
ら
転
入
）
ま

た
は
扶
養
人
数
の
わ
か
る
所
得
証
明
書

（
県
外
か
ら
転
入
）、
健
康
保
険
証
、
印
鑑

�
医
療
保
険
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
介
護
認
定

　

転
入
前
に
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受

け
て
い
た
方
が
対
象
。

　

転
入
か
ら　

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ

１４

さ
い
。

�
介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
（　

歳
以
上

４０

　

歳
未
満
は
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
）

６５

�
介
護
高
齢
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
各
種
手
帳

　

身
体
障
害
者
手
帳
･
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方

�
各
種
手
帳
、
印
鑑

※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

で
、
県
外
か
ら
転
入
の
場
合
は
本
人
の
写

真
（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）
が
必
要
で
す
。

�
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
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市
役
所
へ
の
手
続
き

市
役
所
へ
の
手
続
き

市
役
所
へ
の
手
続
き
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●
水
道

　

使
用
を
開
始
す
る
５
日
前
ま
で
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
使
用
開
始
届

※
給
水
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

担
当
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課
・

　
 

各
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

●
下
水
道

　

使
用
を
開
始
す
る
５
日
前
ま
で
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
し
て
い
る
施
設
に
よ
っ
て
届
出
の
様

式
が
異
な
り
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
使
用
開
始
（
再
開
）
届

・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
開
始（
再
開
）届

・
戸
別
浄
化
槽
使
用
開
始
等
届

※
所
有
者
や
世
帯
の
人
数
が
変
わ
っ
た
場
合

に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
下
水
道
課
・

　
 

各
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

●
国
民
健
康
保
険

　

社
会
保
険
等
加
入
以
外
の
方
が
対
象
。

�
印
鑑

��������	
��

転　居　届転　出　届転　入　届届　出

常陸大宮市内で
住所を移す時

常陸大宮市から
他の市区町村に
住所を移す時

他の市区町村か
ら常陸大宮市に
住所を移した時

こんなとき

引っ越しをした日から１４日以内いつまでに

転出証明書
必要なもの

身分証明書（免許証、旅券、保険証等）認印

常陸大宮市役所本庁または各総合支所市民課受付窓口

※異動者本人もしくは同一世帯主以外からの届出の場合には、異動
者の委任状が必要となります。
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●
児
童
手
当

　

小
学
校
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
認
定
請
求
書

�
前
年
度
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
、

印
鑑
、
受
給
者
名
義
の
銀
行
口
座
、
年
金

加
入
証
明
（
健
康
保
険
証
写
し
で
も
可
）

※
単
身
赴
任
等
で
保
護
者
の
み
転
入
の
場
合

は
別
居
監
護
の
申
立
書
が
必
要
に
な
る
た

め
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本
を
提
出
）

●
児
童
扶
養
手
当

�
印
鑑
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

�
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
保
育
所
入
所

　

転
入
と
同
時
に
入
所
申
し
込
み
を
す
る
場
合

�
保
育
所
入
所
申
込
書
、
家
庭
状
況
申
立
書

兼
調
査
票
、
勤
務
証
明
書
（
両
親
と
も

要
）、
当
年
度
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

確
定
申
告
の
写
し
（
源
泉
徴
収
税
額
が
０

の
時
は
前
年
度
分
の
住
民
税
課
税
証
明
）

�
子
育
て
支
援
室

●
小
中
学
校

・
児
童
生
徒
転
入
届

※
受
け
入
れ
準
備
の
た
め
、
事
前
に
電
話
等

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
住
民
異
動
届
書
、
印
鑑

�
学
校
教
育
課

●
０
歳
〜
未
就
学
児
を
お
持
ち
の
方

　

母
子
保
健
に
関
す
る
情
報
（
各
種
健
診
・

予
防
接
種
等
）
を
お
伝
え
し
ま
す
。
母
子
手

帳
を
持
っ
て
「
か
が
や
き
」
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

�
健
康
推
進
課
（
か
が
や
き
内
）

　

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
健
康
推
進
係

●
住
宅
に
入
る
と
き

・
入
居
申
込
書

�
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
明
書
の

写
し
、
納
税
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
非

課
税
証
明
書
、
健
康
保
険
証
等
の
写
し

※
書
類
は
、
入
居
者
で
該
当
す
る
方
全
員
分

●
転
入
等
で
同
居
者
が
増
え
る
と
き

・
市
営
住
宅
同
居
承
認
願

●
住
宅
入
居
者
に
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

・
市
営
住
宅
同
居
者
異
動
届

�
都
市
整
備
課
・
各
総
合
支
所
建
設
課

�
�
�
�

●
防
災
無
線

　

戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

�
本
庁
及
び
各
総
合
支
所
市
民
課

●
ご
み

　

担
当
窓
口
で
収
集
日
程
表
及
び
ご
み
の
出

し
方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
ご
み
は
、
指
定
の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
セ
ン
タ
ー
は
、
お
住
ま
い
に
な
る
地
域
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

大
宮
・
山
方
・
美
和
・
緒
川
地
域

○
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

　
�
０
２
９�
２
９
６�
１
７
４
４

御
前
山
地
域

○
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

　
�
０
２
９�
２
８
８�
５
５
２
５

�
環
境
課
・
各
総
合
支
所
市
民
課

●
税
関
係

固
定
資
産
税

　

市
内
に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
所
有
者
の
現
住
所
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
転
入
の
際
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�
税
務
課
・
各
総
合
支
所
市
民
課

軽
自
動
車
税

　

転
入
し
、
登
録
住
所
が
旧
住
所
地
の
ま

ま
使
用
す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
。

・
原
動
機
付
自
転
車
／
農
業
作
業
用

�
税
務
課
・
各
総
合
支
所
市
民
課

・
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

�
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城
事
業
所

　
�
０
２
９�
２
９
３�
９
９
８
９

・
２
５
０�
以
上
の
２
輪
小
型
自
動
車
／

１
２
５�
以
上
２
５
０�
以
下
の
軽
二
輪

�
茨
城
県
陸
運
支
局

　
�
０
５
０�
５
５
４
０�
２
０
１
７

●
保
健
予
防

　

総
合
健
診
・
婦
人
が
ん
検
診
を
希
望
す
る

方
は
、「
か
が
や
き
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
健
康
推
進
課
・

 

各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
健
康
推
進
係
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山支 美支

区区区区区区区区区区区区区区区区
制制制制制制制制制制制制制制制制
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

区
制
に
つ
い
て

　

常
陸
大
宮
市
で
は
、
地
域
活
動
の
基

本
と
し
て
区
制
を
し
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
行
政

と
皆
さ
ん
と
の
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
区
制
の
も
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
支
え
合
い
連
携
し
て
、
活
気
あ
る
地

域
、
元
気
な
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

区
の
組
織

　

区
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
長
、
副
区
長
、

班
長
が
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

区　

長
…
区
内
を
統
括
し
、
地
域
と
行

政
相
互
の
連
絡
調
整
を
す
る

パ
イ
プ
役
で
す
。

副
区
長
…
区
長
を
補
佐
し
、
環
境
保
全

推
進
委
員
長
を
兼
務
し
ま
す
。

班　

長
…
班
内
世
帯
へ
の
文
書
配
布
な

ど
広
報
活
動
な
ど
を
行
い 

ま
す
。

班
内
の
世
帯
数
が
変
わ
っ
た
ら
？

　

班
内
の
世
帯
数
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
は
、
各
区
長
を
通
し
て
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�
総
務
課
庶
務
係
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●
水
道

　

使
用
を
中
止
す
る
５
日
前
ま
で
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
使
用
中
止
届

・
給
水
廃
止
届
（
水
道
の
使
用
を
や
め
て
、

一
切
の
事
項
を
廃
止
す
る
と
き
）

※
給
水
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の

担
当
窓
口
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
水
道
課
・

 

　

各
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

●
下
水
道

　

使
用
を
中
止
す
る
５
日
前
ま
で
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
し
て
い
る
施
設
に
よ
っ
て
届
出
の
様

式
が
異
な
り
ま
す
。

・
公
共
下
水
道
使
用
中
止（
休
止
・
廃
止
）届

・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
中
止
（
休
止
・

廃
止
）
届

・
戸
別
浄
化
槽
使
用
開
始
等
届（
休
止
・
廃
止
）

※
所
有
者
や
世
帯
の
人
数
が
変
わ
っ
た
場
合

に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

�
下
水
道
課
・

 

　

各
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

●
国
民
健
康
保
険

　

国
保
被
保
険
者
が
対
象
。

�
健
康
保
険
証
、
印
鑑

●
国
民
年
金

　

国
民
年
金
加
入
者
及
び
受
給
者
が
対
象
。

�
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
、
印
鑑

●
老
人
保
健

　

受
給
者
が
対
象
。

�
受
給
者
証
、
健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳
、

印
鑑

●
マ
ル
福

　

受
給
者
が
対
象
。

�
受
給
者
証
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑

�
医
療
保
険
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
介
護
認
定

　

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
た

人
が
転
出
す
る
場
合

　

介
護
保
険
受
給
資
格
証
明
書
を
交
付
し
ま

す
。
転
出
先
の
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

�
介
護
高
齢
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
各
種
手
帳

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

※
転
出
先
の
市
町
村
で
手
帳
の
住
所
変
更
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
各
種
手
帳
、
印
鑑

�
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

�
�
�
�
�
�
�
�

●
児
童
手
当

・
受
給
事
由
消
滅
届

�
印
鑑

※
転
出
先
の
市
町
村
で
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

●
児
童
扶
養
手
当

�
印
鑑
、
児
童
扶
養
手
当
証
書

�
福
祉
課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

●
保
育
所

　

入
所
し
て
い
た
児
童
が
転
出
す
る
場
合

�
保
育
実
施
解
除
申
込
書

※
単
身
赴
任
等
で
保
護
者
の
み
が
転
出
し
た

場
合
は
記
載
事
項
変
更
届
、
源
泉
徴
収
税

額
が
０
の
時
課
税
証
明

�
子
育
て
支
援
室

●
児
童
生
徒
転
出
届

※
事
前
に
担
任
の
先
生
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
住
民
異
動
届
書
、
印
鑑

�
学
校
教
育
課

●
妊
娠
中
の
方
・
０
歳
〜
未
就
学
児
を
お
持

ち
の
方

　

未
使
用
の
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
券
及

び
予
防
接
種
の
予
診
票
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

�
大
宮
地
域�
健
康
推
進
課

そ
の
他�
医
療
保
険
課
・
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
住
宅
を
退
去
す
る
と
き

・
市
営
住
宅
返
還
届
（
桜
の
丘
住
宅
は
駐
車

場
返
還
届
も
）

●
住
宅
同
居
者
が
転
出
す
る
と
き

・
市
営
住
宅
同
居
者
異
動
届

�
都
市
整
備
課
・
各
総
合
支
所
建
設
課

� 返
還
先

�
�
�
�

●
防
災
無
線

　

戸
別
受
信
機
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

�
本
庁
及
び
各
総
合
支
所
市
民
課

●
児
童
生
徒
転
居
届

※
事
前
に
担
任
の
先
生
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
住
民
異
動
届
書
、
印
鑑

�
学
校
教
育
課

●
防
災
無
線

　

今
ま
で
の
戸
別
受
信
機
が
お
使
い
に
な
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
本
庁
及
び
総
合
支
所
市
民
課

�
手
続
き
は
い
ろ
い
ろ

　

住
所
が
変
わ
る
と
、
市
役
所
以
外
で
も
い

ろ
い
ろ
な
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
電
話
の
移
転
や
電
気
・
ガ
ス
・
運
転
免

許
証
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
れ
の
な
い
よ
う
に
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
た
計
画
を
立
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

�→持参するもの　�→問い合わせ先　　
　　� 市民課５６－３９９１・福祉健康課５６－３９９２・建設課５６－３９９４　　� 市民課５５－２１１２・福祉健康課５５－２１１３・建設課５５－２１１５緒支 御支

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号５

　

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
戸
別
浄
化
槽

事
業
の
使
用
料
金
は
、
こ
れ
ま
で
旧
町
村

の
料
金
体
系
の
ま
ま
で
料
金
に
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
格
差
を
解
消
す
る
と
共

に
経
済
情
勢
の
推
移
に
考
慮
し
、
料
金
の

改
正
を
行
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金

　

平
成　

年
５
月
請
求
分
か
ら
、
水
道
使

１９

用
量
を
も
と
に
使
用
料
金
を
決
定
す
る
従

量
制
に
な
り
ま
す
。

○
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
の
計
算
方
法

﹇
使
用
量
の
算
定
方
法
﹈

�
水
道
水
の
み
を
使
用
の
ご
家
庭

　

水
道
水
の
使
用
量
が
下
水
道
の
使
用
量

に
な
り
ま
す
。

�
水
道
水
と
井
戸
水
等
を
使
用
の
ご
家
庭

　

水
道
水
の
使
用
量
に
世
帯
員
一
人
に
つ

き
１
か
月
３�
を
加
算
し
た
量
が
下
水
道

の
使
用
量
に
な
り
ま
す
。

�
井
戸
水
等
の
み
を
使
用
の
ご
家
庭

　

世
帯
員
一
人
に
つ
き
１
か
月
６�
で
認
定

し
た
量
が
下
水
道
の
使
用
量
に
な
り
ま
す
。

戸
別
浄
化
槽
使
用
料
金

　

平
成　

年
４
月
請
求
分
か
ら
基
本
料
金

１９

及
び
一
人
あ
た
り
料
金
が
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

○
浄
化
槽
使
用
料
金
の
計
算
方
法
（
一
般
家
庭
）

※
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
金
及
び
戸

別
浄
化
槽
使
用
料
金
は
、
消
費
税
込
み

の
総
額
を
表
示
し
た
も
の
で
す
。

　

実
際
の
請
求
金
額
は
、
各
例
に
基
づ

い
て
算
出
し
ま
す
。（　

円
未
満
切
捨
）

１０

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業
集集集集集集集集集集
落落落落落落落落落落
排排排排排排排排排排
水水水水水水水水水水
処処処処処処処処処処
理理理理理理理理理理
施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設
及及及及及及及及及及
びびびびびびびびびび
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
別別別別別別別別別別
浄浄浄浄浄浄浄浄浄浄
化化化化化化化化化化
槽槽槽槽槽槽槽槽槽槽
のののののののののの
使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用
料料料料料料料料料料
金金金金金金金金金金
がががががががががが
改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま
すすすすすすすすすす

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
及
び
戸
別
浄
化
槽
の
使
用
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

基本料金

１，４７０円１０�まで

超過料金（１�につき）

１４７．０円１１～２０�

１５７．５円２１～３０�

１６８．０円３１～５０�

１７８．５円５１～１００�

１８９．０円１００�超

１，２６０円
基本料金
（戸）

５２５円
一人
あたり
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借主の負担・義務の一般的な例
【敷　　金】
　入居後に家賃の滞納や不注意等による
物件の損害に対する費用の担保として契
約時に借主から貸主に預けいれるもの。
【礼　　金】
　契約時に、契約してもらうことの対価
として支払うものであり返還されないも
の。
【原状回復】
　借主が入居中に故意、過失、不注意そ
の他通常の使用を超えるような使用によ
る損耗・毀損を修繕し元に戻すこと。借
主が借りた当時の状態に戻すことではあ
りません。

≪問い合わせ先≫
���������	
����������������
���������	
������������������������

��������	
����

　重要事項の説明内容をよく確認し、説明書と契約書を一緒に保管す
る。特に退居時の負担について確認しておくことが大切。契約時

　貸主・借主双方立会いのもとで、物件の汚れ、キズ、設備状況を確
認し、写真や記録に残しておきましょう。入居時

　重要事項説明書、契約書に定める使用方法（たとえば、「洗濯機の
排水はベランダに流さない」等）を守って使用しましょう。入居中

　双方の立会いのもとで物件の状況を確認し、入居時の写真や記録を
もとに、入居中に発生した損耗の有無・修繕ないし交換の要不要・費
用負担の区分などについて話し合い確認すること。この時も物件の状
況を写真や記録に残しておきましょう。

退居時

　敷金が返還されない、追加請求をされて納得がいかない場合は、家
主に請求費用の明細（内訳）を提示してもらい、退居時の確認と照合
して国土交通省の「原状回復をめぐるトラブルとガイドライン」を参
考によく話し合いましょう。しかし、話合いが合意に至らず解決でき
ないときは、簡易裁判所の小額訴訟制度を利用する方法もあります。

退居後



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号６

◇
高
齢
者
が
か
か
る
病
気
の
種
類
は
？

　

常
陸
大
宮
市
の
老
人
医
療
費
を
病
気
の

種
類
で
分
類
し
て
み
る
と
、
循
環
器
系
の

病
気
（
脳
卒
中
・
高
血
圧
・
心
臓
病
等
）

が
非
常
に
多
く
、
約
３
割
を
占
め
て
い
ま

す
。 

【
グ
ラ
フ
１
】

　

こ
れ
は
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
る
病
気

の
ひ
と
つ
で
、
生
活
環
境
の
変
化
が
病
気

の
発
症
に
大
き
な
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
悪

い
生
活
習
慣
（
不
規
則
な
生
活
、
食
べ
す

ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
）
の
積

み
重
ね
が
大
き
な
要
因
と
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

高
齢
者
以
外
の
皆
さ
ん
も
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
、
日
ご
ろ
か
ら
意
識
し

て
食
生
活
の
改
善
や
適
度
な
運
動
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◇
医
療
費
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

常
陸
大
宮
市
の
老
人
医
療
費
は
年
間
で

　

億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

５０者
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
も
年
々
増
え
て

い
ま
す
。 

【
グ
ラ
フ
２
】

　

医
療
費
は
医
療
を
受
け
た
皆
さ
ん
が
支

払
っ
て
い
る
分
の
ほ
か
に
、
若
い
世
代
の

負
担
や
国
・
県
・
市
の
負
担
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
皆

さ
ん
の
負
担
が
増
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

医
療
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

医療費節約の５か条
①重複受診を避けましょう。
　同じ病気で複数のお医者さんにかかることは治
療が長引く原因になります。お医者さんを信頼し
て指示を守りましょう。

②かかりつけのお医者さんを持ちましょう。
　健康管理のためにも、かかりつけのお医者さん
を持つことは大切です。自宅の近くにあり通院す
るのに便利なお医者さんがよいでしょう。

③薬はじょうずに飲みましょう。
　薬の飲みすぎは逆効果になるうえ、飲み合わせ
が悪いと危険な場合もあります。お薬手帳を利用
すると安心です。お薬手帳は有料ですが、薬局で
発行してくれます。

④健康診査を受けましょう。
　病気の早期発見、早期治療は病気を治すのにい
ちばん効果的。治療にかかる期間が短くなり、そ
れだけ体にかかる負担も少なくすみます。

⑤診察はなるべく診療時間内に受けましょう。
　深夜・休日・時間外に受診すると割増料金がか
かります。急病のとき以外はできるだけ時間外は
避けましょう。

【グラフ１】

【グラフ２】

　

年
々
増
え
て
い
る
医
療
費
の
中

で
、
特
に
老
人
医
療
費
の
占
め
る
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
市
の
医
療
費
の
現
状
を

正
し
く
知
っ
て
、
医
療
費
を
有
効
に

使
え
る
よ
う
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号７

病
気
を
予
防
し
健
康
な
生
活
で
医
療
費
節
約

病
気
を
予
防
し
健
康
な
生
活
で
医
療
費
節
約

病
気
を
予
防
し
健
康
な
生
活
で
医
療
費
節
約

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

　

毎
日
の
生
活
に
運
動
を
と
り
い
れ
る
こ

と
で
、
体
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
次
の

よ
う
に
た
く
さ
ん
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

市
で
は
生
活
習
慣
病
や
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の

予
防
と
し
て
、
若
い
世
代
か
ら
日
常
生
活

の
中
で
運
動
を
習
慣
化
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
介
護
予
防
と
し
て
筋
力
を
維
持
・

向
上
し
、
寝
た
き
り
等
を
予
防
す
る
た

め
、
平
成　

年
度
も
次
の
よ
う
な
運
動
教

１９

室
を
開
催
し
ま
す
。

　

一
人
で
は
な
か
な
か
続
か
な
い
運
動

も
、
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く
続

け
ら
れ
る
教
室
で
す
。

　

詳
し
く
は
旬
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
健
康
維
持
に
心
が
け
る

こ
と
で
医
療
費
の
節
約
に
な
り
、
ひ

い
て
は
医
療
保
険
制
度
の
健
全
な
運

営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
の
運
動
や
、
食

生
活
の
見
直
し
な
ど
で
病
気
を
寄
せ

付
け
な
い
、
健
康
な
身
体
を
つ
く

り
、
自
分
の
身
体
に
も
、
医
療
費
に

も
お
得
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
正

し
い
食
生
活
か
ら
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
毎
日
の
食
生

活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
規
則
正
し
い
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

欠
食
す
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
の
微
量
栄
養
素
が
不
足
し
た
り
、
次

の
食
事
の
食
べ
過
ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
就
寝
ま
で
２
時
間
は
空
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
、

だ
し
を
使
っ
た
り
、
香
辛
料
・
酢
・
か
ん

き
つ
類
な
ど
酸
味
の
あ
る
も
の
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

③
間
食
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
動
物
性
の
脂
肪
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

の
摂
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
類
を
毎
食
摂
り

ま
し
ょ
う
。

　

食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

内　　　　　容事　業　名

水中ウォーキング等を取り入れ、水中で
筋力をアップさせる運動を行ないます。

水 中 運 動 教 室

ステップ台やバランスボールを使用し
て、バランス感覚を向上させたり、筋力
をアップさせる運動を行います。

バランスアップ
運 動 教 室

足腰の筋力をアップさせる運動で転倒や
骨折に負けない体づくりを行ないます。

転倒骨折予防教室

毎日続けられる簡単な運動で老化に負け
ない体づくりを行ないます。

ねんりんクラブ

�問い合わせ先�

医療費について

本庁医療保険課医療係

　�（５２）２１１１　内線１６３・１６４

運動教室・食生活について

健康推進課（総合保健福祉

 センター「かがやき」内）

　�（５４）７１２１
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２
月　

日
、
上
野
小
学
校
を
会
場
に
市
内

２５

の
防
災
関
係
機
関
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
地

域
住
民
の
参
加
に
よ
り
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
関
係
機
関
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

緊
急
時
の
効
果
的
な
連
携
、
迅
速
な
活
動
を

め
ざ
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
や
地

域
住
民
な
ど
約
７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

�
主
な
訓
練
の
内
容

　

茨
城
県
地
方
に
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
」

の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
。
市
内
で
も
建
物

の
倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
地
元
大
宮
支
団
員
及
び
上
野
小

児
童
や
地
域
住
民
が
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
県
防
災
航
空
隊
の
防
災
ヘ
リ
に

よ
る
人
命
救
助
訓
練
や
、
保
護
者
の
協
力
に

よ
り
非
常
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
、
約
４

０
０
人
分
の
非
常
食
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
署
員
の
指
導
を
も
と
に
、
水

バ
ケ
ツ
や
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
、
天
ぷ

ら
油
火
災
を
想
定
し
た
消
火
訓
練
や
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
含
め
た
応
急
手
当
の
講
習
の
ほ
か
、
火

災
の
煙
体
験
な
ど
を
行
い
、
参
加
し
た
児
童

や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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２
月
９
日
、
区
長
会
主
催
に
よ
る
市
内
施

設
視
察
研
修
及
び
講
話
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

区
長
会
は
、
情
報
交
換
を
行
い
、
行
政
と

協
力
し
て
地
域
発
展
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
区
制
統
一
後
最
初
の
年

度
で
す
。
地
域
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
区

長
会
の
中
に
調
査
委
員
会
と
研
修
委
員
会
を

設
置
し
て
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
の
視

察
研
修
や
講
話
会
も
そ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
区
長　

人
が
参
加
し
て
水
戸
北

６７

部
工
業
団
地
内
の
茨
城
グ
リ
コ�
を
視
察
、

そ
の
後
の
講
話
会
で
は
区
長
、
副
区
長
１
３

０
人
が
市
の
展
望
に
つ
い
て
矢
数
市
長
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
茨
城
･
栃
木
両
県
の
県
境

に
接
す
る
地
域
に
よ
り
「
茨
城
･
栃
木
県
境

地
域
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
協
議
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

構
成
市
町
は
茨
城
県
側
で
大
子
町
、
城
里

町
、
笠
間
市
、
桜
川
市
、
常
陸
大
宮
市
の
５

市
町
と
栃
木
県
側
が
那
須
町
、
大
田
原
市
、

那
珂
川
町
、
那
須
烏
山
市
、
市
貝
町
、
益
子

町
、
茂
木
町
の
７
市
町
計
１
２
市
町
で
す
。

　

今
後
協
議
会
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ハ
ク
ビ

シ
ン
等
を
同
一
時
期
に
捕
獲
し
、
被
害
防
止

に
共
同
し
て
取
り
組
み
、
有
効
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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２
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
森
を
活
か
し
た

１７

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
齋
藤
典
夫
会
長　

茨

城
大
学
人
文
学
部
教
授
）
主
催
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
市
と
茨
城
大
学
人
文
学

部
と
の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
で
、
本
市
の

約
６
割
を
占
め
る
森
林
の
保
全
・
育
成
な
ど

を
調
査
・
研
究
し
、
暮
ら
し
の
中
に
活
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
に
平
成　
１８

年　

月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

１０

　

今
回
は
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
一

般
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
美
和
地
域
で

　

年
間
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
植
樹
事
業
を
続

２０け
て
い
る
、
ピ
ジ
ョ
ン�
大
藪
克
己
氏
の

「
育
児
と
育
樹
こ
こ
ろ
は
同
じ
」を
テ
ー
マ
と

し
た
基
調
講
演
後
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

自分・家族・地域を守るために…
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２
月　

日
、
市
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

１０

タ
ー
で
常
陸
大
宮
市
女
性
活
動
指
導
者
連
絡

協
議
会
と
常
陸
大
宮
市
の
主
催
に
よ
る
「
男

女
共
同
参
画
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
女
も

男
も
輝
く　

世
紀
」
と
題
し
、
漫
才
師
の
林

２１

家
ラ
イ
ス
・
カ
レ
ー
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
男
だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
の
時
代

で
は
な
く
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
価
値
観
を

大
切
に
し
な
が
ら
様
々
な
格
差
を
な
く
し
、

一
人
ひ
と
り
の
意
思
で
家
庭
・
地
域
・
職
場

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
て
い
け
る
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。　

世
２１

紀
は
人
間
性
の
時
代
と
も
い
え
、
社
会
や
地

域
、
人
の
た
め
に
頑
張
る
こ
と
が
幸
せ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
語

り
か
け
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
わ
か
っ
て
い

る
が
、
年
齢
や
地
域
等
に
ま
だ
ま
だ
格
差
が

あ
り
意
識
改
革
が
大
事
で
す
ね
」
と
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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下
檜
沢
に
は
、
昭
和　

年
頃
ま
で
使
わ
れ

２０

て
い
た
歌
舞
伎
舞
台
道
具
（
襖
絵
）
が
保
存

さ
れ
て
お
り
、
２
月　

日
か
ら
３
日
間
美
和

１６

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

昔
は
、
下
檜
沢
宿
里
に
あ
る
鎮
守
鹿
島
神

社
の
祭
礼
の
余
興
と
し
て
舞
台
が
組
み
立
て

ら
れ
、
歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
「
睦
会
」
と
い
う
若
衆
に
よ
っ
て

保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
睦
会
」
の
解
散

に
よ
り
旧
美
和
村
が
保
存
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
当
時
の
３
分
の
１
ほ
ど
し
か
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
色
鮮
や
か
な
襖
絵
は
当
時

を
偲
ば
せ
ま
す
。

　

今
後
は
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
１
組
ず
つ
展
示
す
る
予
定
で
す
。
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２
月
９
日
、
那
珂
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
常
陸
大
宮
保
健
所
管
内
食
生

活
改
善
推
進
協
議
会
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
」の

テ
ー
マ
で
大
根
を
使
っ
た
料
理
６
品
が
出
品

さ
れ
、
常
陸
大
宮
市
食
生
活
改
善
推
進
員
連

絡
協
議
会
山
方
支
部（
代
表
根
本
紀
子
さ
ん
）

の
「
大
根
･
ト
ン
ス
テ
ー
キ
」
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
																


















�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
車
上
狙
い
や
空
き

巣
な
ど
の
街
頭
犯
罪
を
撲
滅
す
る
た
め
、
ま

た
小
・
中
学
生
な
ど
の
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
、
美
和
防
犯
連
絡
協
議
会
で
は
、

美
和
地
域
の
学
校
付
近
や
さ
さ
の
湯
な
ど
主

要
な
場
所
で
の
呼
び
か
け
・
見
回
り
な
ど
の

防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
、
犯
罪

被
害
に
遭
わ

せ
な
い
地
域

防
犯
活
動
を

実
施
し
ま
す

の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
も

ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

　２月１８日、野口小学校体育館で地域の方々と児童、
保護者、教職員約１８０人が一堂に会して「ふれあいフェス
タ」が盛大に行われました。
　野口小学校区では、各地区に自主パトロールの組織
が立ち上がり、地域の方々が子どもたちの安全確保の
ための「見守り」の活動を熱心に行っています。日頃
お世話になっている地域の方々に感謝し、交流するイ
ベントとして実施されました。
　子どもたちが主体になっての感謝する会、大宮警察
署員の方々による防犯教室、参加者みんなでもちや豚
汁などをおいしく食べた会食、地域の方々に教えてい
ただいての昔遊びなど、楽しく、有意義なひとときを
過ごすことができました。
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▲ささの湯での活動
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　２月８日、「第３０回全国消防職員意見発表茨城県大会」が市文化センターで開
かれ、県内２６消防本部の代表者が「消防防災」をテーマに業務や体験を踏まえ
た意見を発表しました。
　この発表会は、消防職員が日頃の業務における問題等を考察し、これからの消防業務のあ
るべき姿や職務においての提案や取組み等を発表する場として毎年開かれています。
　当市消防本部の木村倫之さんは「オレンジを着る一人
として」と題して、救助活動での経験を踏まえ「災害に
おいて、全ての住民に消防サービスの提供が重要課題
で、オレンジ服の誇りや責任を感じ袖を通す」と話しま
した。その結果、木村さんは努力賞を獲得しました。
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�
消
防
防
災
を
テ
ー
マ
に
意
見
や

課
題
を
発
表
す
る
出
場
者

　１月２８日、
西消防署と美
和支団及び教
育委員会美和
事務所による
住民参加型の
消防訓練を、

市指定文化財（薬師堂山門、薬師如来座像）を有する
上桧沢満福寺において実施しました。
　今回の訓練は、たき火の火の粉が薬師如来座像の納
められた薬師堂に燃え移り延焼拡大の恐れがある、と
の想定で付近住民の協力により水バケツによる初期消
火、重要物持ち出し訓練を行いました。
　その後、到着した消防団が消火、延焼防止訓練など
実戦さながらの訓練を実施し、最後に天ぷら油による
火災実験や煙体験ハウスによる煙体験などにより「火
災の恐ろしさ訴えました。
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市
内
上
村
田
地
内
の
玉
川
に
架
か
る

 
額 

ひ
た
い 

山 
橋
は
、
常
陸
大
宮
土
木
事
務
所
へ

や
ま

建
設
費
の
一
部
を
市
が
負
担
し
、
現

在
、
４
月
の
竣
工
に
向
け
て
架
け
替
え

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

架
け
替
え
に
あ
た
っ
て
、
学
区
内
で

あ
る
村
田
小
学
校
の
児
童
に
、
橋
の
銘

板
に
使
用
す
る
文
字
の
作
成
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
児
童
に
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
正
な
選
考
の
結
果
、
４
人
の
作
品

が
選
ば
れ
、
３
月
２
日
、
市
長
か
ら
表

彰
及
び
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

４
人
の
作
品
は
、
新
し
い
橋
の
親
柱

に
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選ばれた皆さん（写真左から）
村田小学校３年　生田目　忍さん　４年　冨山　紗希さん

５年　小泉佳愛子さん　６年　阿久津　楓さん



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号１１
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か
み 
の

　

本
校
は
、
久
慈
川
と
国
道
１
１
８
号
に
挟

ま
れ
た
地
域
を
中
心
と
し
た
、
１
３
２
年
の

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。

　

学
校
の
周
辺
は
田
園
風
景
が
広
が
り
、
豊

か
な
自
然
が
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
ん

で
い
ま
す
。
教
室
は
、
全
学
級
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、
合
同
学
習
や
グ

ル
ー
プ
学
習
・
Ｔ
Ｔ
学
習
等
に
活
用
し
、
学

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
全
児
童
数
は
、
２
４
７
名
、　

学
１０

級
で
、
毎
日
楽
し
く
充
実
し
た
学
習
活
動
を

し
て
い
ま
す
。 
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勤
労
・
礼
儀
・
思
い
や
り
の
心
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
勤
労
教
育
に
お
い
て
は
体
験
学

習
の
推
進
に
重
き
を
お
き
、
清
掃
活
動
の

徹
底
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
全
校
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の

確
立
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
児
童
会
を
中

心
に
し
た
挨
拶
運
動
や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
等
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

（根本231　　�52-0309）

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら

の
活
動
を
、
児
童
た
ち
が
工
夫
し
て
行

い
、
毎
年
の
実
施
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ご
み
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分

も
集
ま
り
、
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
、
児
童
の
手
か
ら
さ
ら
な
る
広
が

り
を
見
せ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

　
「
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
し
て
、

栽
培
委
員
会
の
児
童
が
中
心
と
な
っ
て
、

花
苗
を
育
て
て
地
域
の
施
設
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
、
常
陸
大
宮
駅
へ
花
プ
ラ
ン

タ
ー
を
飾
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
児
童
は

そ
の
こ
と
で
、
小
さ
な
喜
び
を
得
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
委
員
や
全
保
護
者
の

奉
仕
活
動
等
を
通
し
て
、
積
極
的
な
花
づ

く
り
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
花
の
好
き
な

方
々
か
ら
の
協
力
・
連
携
も
少
し
ず
つ
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
秋
に
は
歩
く
会
を
実
施

し
、
保
護
者
や
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
地
域

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
環
境
美
化
を

中
心
と
し
た
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

途
中
の
家
庭
や
公
民
館
に
お
い
て
、
ゲ
ー

ム
や
ク
イ
ズ
を
し
た
り
、
な
わ
跳
び
な
ど

みんなで除草－愛校作業

歩く会－通学路のごみ拾い

花の中を元気におはよう！
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常陸大宮駅での活動



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号１２

☆順不同・敬称略　

２
月
４
日
、
山
方
宿
通
り

（
山
方
総
合
支
所
前
〜
山
方

宿
駅
前
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
、
小
学
生
低

学
年
の
部
（
６
区
間
、
１
区

間
約
１ 
㌔
）、
小
学
生
高
学

�
�
�

�
�
��

�
�
�
�

　

１
月　

日
、
緒
川
地
域
体
育
協
会
主
催

２８

に
よ
り
、
緒
川
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
戦
に
は　

チ
ー

２９

ム
、
個
人
戦
に
は　

人
が
参
加
し
、
白
熱

５６

し
た
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
４
年
生
以
下
団
体
の
部

①
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ

②
里
神
館
Ａ

③
山
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

茂
木
錬
心
館

小
学
５
・
６
年
生
団
体
の
部

①
山
方
剣
士
会
Ａ

②
里
神
館

③
小
貫
少
年
剣
士
会
／
茂
木
錬
心
館

小
学
４
年
生
以
下
個
人
の
部

①
平
根　

武
蔵
（
山
田
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

②
小
室　

翔
也
（
緒
川
剣
道
教
室
）

③
豊
原
慎
太
郎
（
緒
川
剣
道
教
室
）

　

鈴
木　
　

敦
（
世
喜
剣
道
ク
ラ
ブ
）

小
学
５
・
６
年
生
個
人
の
部

①
北
野
里
織
菜
（
里
神
館
）

②
菊
池　

菜
摘
（
里
神
館
）

③
関　

千
絵
美
（
緒
川
剣
道
教
室
）

　

大
森　

悠
資
（
山
方
剣
士
会
）

������������	

総合順位

����������������������	���������������	�����

39分03秒メロン39分14秒山方小６年ボーイズ26分48秒南イーグル���

39分34秒お元気ボンバーズ42分35秒南ファイターズ27分57秒
スマイルダッシュで
ＧＯ！

���

39分43秒リンゴ隊43分18秒ファイブボーイズ28分04秒小太郎ちゃんジェット���

区間賞

������������������������

木村　紗英（７分48秒）
（坪井家の食卓）

木村　祐人（７分39秒）
（山方小６年ボーイズ）

高須　拓実（４分02秒）
（南イーグル）

���

小野瀬仁史（６分55秒）
（メロン）

鈴木　文哉（８分17秒）
（南ファイターズ）

小森あかね（４分38秒）
（スマイルダッシュでＧＯ！）

���

大串亜由美（８分23秒）
（リンゴ隊）

小野瀬雅俊（８分00秒）
（山方小６年ボーイズ）

細貝　一如（４分07秒）
（小太郎ちゃんジェット）

���

関　　理隆（７分05秒）
（坪井家の食卓）

三次　俊宏（７分48秒）
（山方小６年ボーイズ）

中島　健吾（４分48秒）
（ダークシャドー）

���

広木　　翔（６分48秒）
（チョモランマドリアンズ２）

大森　悠資（７分10秒）
（山方小６年ボーイズ）

長岡　聖弥（４分17秒）
（南イーグル）

���

大森　理史（４分33秒）
（小太郎ちゃんジェット）

���

年
の
部
、
中
学
生
の
部
（
５
区
間
、
１
区

間
約
２
㌔
）
に
、
山
方
地
域
の
小
中
学
生

　

チ
ー
ム
１
９
２
人
が
参
加
し
、
寒
風
の

３６中
、
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
あ
ふ
れ
、

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
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３
月
４
日
、
御
前
山
地
域
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
誰
で
も
・
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

６２

　

各
部
門
と
も
心
地
良
い
汗
を
か
い
て
楽
し
い

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
親
子
の
部
で
は

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
、
が
ん
ば
っ
て
シ
ャ

ト
ル
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。
大
会
を
通
し
て
親

子
の
絆
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
の
部　
　

①
舟
木
良
太

②
長
山
一
気

③
皆
川
由
紀

　

皆
川
優
穂

親
子
の
部　
　
　
　

①
舟
木
良
太
・
悦
子
組

②
植
山　

旬
・
英
男
組

③
石�
里
穂
・
秀
明
組

　

石�
里
奈
・
孝
子
組　

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
の
部　
　
　
　

①
石�
　

剣

②
三
村　

将

③
小
林
真
祐
美

　

皆
川
大
地　

中
学
生
ダ
ブ
ル
ス
の
部

①
皆
川
優
希
・
小
室
亮
太
組

②
皆
川
大
地
・
仲
田
賢
司
組

③
三
村　

将
・
樋
口
俊
介
組

��������

　２月３日、市スキー連盟（青�幸雄理事長）
主催による市民スキー・スノーボード教室が、
福島県会津高原だいくらスキー場で開催され、
市内各地域から親子など５３人が参加しました。
　天候にも恵まれ、初めてスキーをした子ども
たちも上手に滑れるようになりました。

　大宮地域の親子スキー教室が２月１７日、福島
県会津高原だいくらスキー場で行われました。
　当日は、絶好のスキー日和に恵まれ、６４人の
参加者はスキーの班とスノーボードの班に分 
かれて市体育
指導委員の指
導のもと楽し
く滑っていま
した。

　１月５日・２７日の２回にわたり、福島県会津
高原だいくらスキー場において、「美和スキー・
スノーボード教室」が開催され、地域内から併
せて９９人が参加しました。
　暖冬の影響で雪不足が心配されましたが、両
日とも天候
に も 恵 ま
れ、参加者
たちは白銀
の雪の中を
思 い き り
滑っていま
した。

　緒川地域の家族スキー教室が２月１７日、福島
県会津高原だいくらスキー場で行われ、親子な
ど３５人が参加しました。
　参加者は、緒川地域体育指導委員の指導を受
けながら、雪まみれになりながらも、思いきり
スキーを満喫していました。
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嶐 

り
ゅ
う 

郷 
小
学
校
の
玄
関
に
は
青
い
目
の
人

ご
う

形
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
八
十
年

前
、
日
米
関
係
を
改
善
し
よ
う
と
贈
ら
れ

た
人
形
の
交
流
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
一
四
年
、

国
際
協
調
や
軍
縮
論
の
進
む
一
方
で
世
界

的
な
経
済
不
況
が
深
ま
る
さ
な
か
、
米
国

内
で
も
不
況
を
反
映
し
て
失
業
者
が
増
加

し
、
日
本
人
移
民
に
対
す
る 
排  
斥 
運
動
が

は
い 
せ
き

問
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
世
界
児
童
親

善
協
会
事
務
局
長
の
シ
ド
ニ
ー
・
ギ
ュ
ー

リ
ッ
ク
は
こ
れ
を
憂
い
、
日
米
協
会
会
長

で
日
本
経
済
会
の
重
鎮
渋
沢
栄
一
に
両
国

の
親
善
の
た
め
の
人
形
受
入
れ
を
要
請
し

た
の
が
人
形
の
交
流
の
発
端
と
な
り
ま
し

た
。

　

米
国
側
で
は
国
際
児
童
親
善
会
や
キ
リ

ス
ト
教
団
体
が
主
導
し
、
約
一
万
二
千
体

の
青
い
目
の
人
形
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
主
体
の
国
際
交
流
を
目
指
す

た
め
、
人
形
の
名
づ
け
や
人
形
用
旅
券
の

手
配
、
輸
送
費
用
の
捻
出
、
送
別
会
の
差

配
等
を
米
国
の
子
ど
も
た
ち
に
任
せ
、
日

本
の
雛
祭
り
の
時
期
に
合
わ
せ
て
贈
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
異
文
化
理
解
に
も
気
を

配
り
ま
し
た
。

　

米
国
か
ら
人
形
が
東
京
に
到
着
し
た
の

は
昭
和
二
年
二
月
、
三
月
三
日
に
は
日
本

青
年
館
で
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

各
都
道
府
県
の
小
学
校
と
幼
稚
園
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

　

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
人
形
と
と
も
に
贈
っ

た
手
紙
に
は
、
雛
祭
り
の
よ
う
な
美
し
い

風
習
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
へ
の
憧

れ
に
も
似
た
感
情
が
垣
間
見
え
ま
す
。
そ

し
て
親
日
家
ら
し
く
、
人
形
に
対
す
る
お

礼
は
不
要
で
あ
る
こ
と
、
で
き
れ
ば
感
謝

の
意
を
手
紙
で
表
し
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
い
目
の
人
形
は
、
当
時
ア
メ
リ
カ
で

大
量
生
産
さ
れ
て
い
た 
コ 
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン

※

製
で
手
足
が
自
由
に
動
き
、
寝
か
せ
る
と

ま
ば
た
き
を
し
て
「
マ
マ
ー
」
と
声
を
出

す
仕
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時

の
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
驚
異

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
年
日
本
か
ら
は
答
礼
と
し
て
五
十
八

体
の
市
松
人
形
が
米
国
へ
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
間
に
合
う
よ
う
に
と
、

東
京
・
京
都
の
人
形
職
人
に
は
急
ピ
ッ
チ

で
の
準
備
が
依
頼
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

�
�
��
��
�
��	


�

　

こ
う
し
て
嶐
郷
小
学
校
に
「
ク
リ
ッ

シ
ー
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
二
年

九
月
一
日
の
こ
と
で
す
。
彼
女
は
前
述
の

ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
氏
の
手
紙
と
と
も
に
パ
ス

ポ
ー
ト
を
持
参
し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
出
身
で
あ
る
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
資
料
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
盛
大
な
歓
迎
会
が
開
か

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
当
初
は
、
一
年
生

の
教
室
に
箱
に
入
っ
た
状
態
で
置
か
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
、
太

平
洋
戦
争
開
戦
へ
と
向
か
う
中
で
、
仲
間

の
多
く
は
敵
国
の
人
形
と
し
て
破
壊
さ

れ
、
廃
棄
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ッ
シ
ー
は
こ
の
受
難
の
時
代
を
奇

跡
的
に
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
茨
城
県
に
は
当
初
二
百
四
十
三
体
の

人
形
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
ク

リ
ッ
シ
ー
を
含
め
た
九
体
し
か
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
物
置
の
隅
に
し
ま
わ
れ
て

い
た
、
と
か
近
所
の
人
が
家
に
か
く
ま
っ

た
、
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
真
相
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
昭
和
三

十
年
代
半
ば
に
は
小
学
校
の
教
室
に
戻
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
再
び
片
付

け
ら
れ
た
か
し
て
人
目
に
付
か
な
か
っ
た

時
期
が
あ
り
、
ク
リ
ッ
シ
ー
を
知
ら
な
い

世
代
の
卒
業
生
も
い
ま
す
。

　

嶐
郷
小
学
校
は
昭
和
四
十
六
年
に
新
築

さ
れ
て
お
り
、
荷
物
の
移
動
や
廃
棄
の
混

乱
の
中
で
ク
リ
ッ
シ
ー
の
行
方
も
忘
れ
ら

れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
、
昭
和
四
十
八
年
頃
の
テ
レ
ビ
番
組
で

青
い
目
の
人
形
の
特
集
を
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
児
童
に
「
発
見
」
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
リ
ッ
シ
ー
は
応
接
室
や
玄
関
の
マ
ス

コ
ッ
ト
と
な
り
、
来
日
か
ら
八
十
年
を
迎

え
た
現
在
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

※
樹
脂
と
お
が
く
ず
な
ど
を
混
ぜ
型
抜
き

し
た
も
の
。

��������	
��

�
ク
リ
ッ
シ
ー
の
パ
ス
ポ
ー
ト

�
青
い
目
の
人
形
ク
リ
ッ
シ
ー



広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号１５

　花粉症は、症状が出てから治療を開始するより、花粉が飛び始める２週間ぐらい前から症状を抑える

薬の内服を始め、シーズン中も継続するとより高い効果が期待できるといわれています。

　今シーズンを楽に乗り切りたいと考えている方、かかりつけ医と相談してみてはいかがですか。

�����
�������
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　人間の体の中には、外部から入る細菌やウイルスに対
して、白血球やリンパ球がこれらを異物と認識して撃退
するメカニズムがあります。「免疫システム」と呼ばれ
る、このシステムが本来のバランスをくずし、外部から
の刺激に過剰に反応して起きるのがアレルギーの様々な
症状です。
　花粉症の場合、スギ・ヒノキなどの花粉のように、人体にそれほど害のないものまでを、激しく
撃退してしまおうとする免疫システムが、くしゃみや鼻水・涙・鼻や目の炎症などを引き起こすと
考えられています。

■セルフケアのポイント

■早めの治療で楽に乗り切りましょう�

��������	
����������	
����������	
��

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１　花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククククククククク花粉情報をチェック

　ＴＶやインターネットで、気

象情報・花粉情報を入手しま

しょう。

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２ 花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉粉ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト２　花粉をシャットアウト

①外出するときはマスク・メガネ・

帽子等を着用する。

②花粉を家の中に持ち込まない。外出から帰ったら、玄関前

で衣服や髪についた花粉をよく払い落とす。

　洗濯物や布団はなるべく屋外に干さない。屋外に干した場

合、よくたたいてから取り込む。

　日中は花粉が多いので、窓を開けない。

　外出から帰ったら、手・顔・目・鼻を洗い、うがいをする。

③普段より掃除をまめに行う。

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３ 体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををココココココココココココココココココココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる３　体調をコントロールする

①栄養バランスのよい食事を取る。

　栄養の偏りは、体に様々な変調をきたします。

　ファーストフードやインスタント食品のとりすぎには注意しましょう。

②酒・たばこ・香辛料などの刺激物を控える。

③適度な運動を心がける。 

④皮膚を鍛える。

⑤ストレスをため込まない。

⑥睡眠不足や過労を避ける。

⑦風邪をひかないように注意する。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年３月号１７
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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�休日・祝日の当番医　　3/18～4/30
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（84）3850
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
山野クリニック（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

3/18

（52）3181
0287（88）6211
0285（63）1151

上久保医院（東富町）
青木医院（栃・那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

21

（53）2115
0287（82）2170
0285（64）1122

丹治医院（東富町）
阿久津医院（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

25

（52）0116
0287（83）2021
0285（63）0320

小泉医院（上町）
阿久津クリニック（栃・那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

4/1

（53）1111
0287（84）1616
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
佐野医院（栃・那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

8

（52）0547
0287（82）2739
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
烏山台病院（栃・那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

15

（53）2115
0287（88）2136
0285（63）1151

丹治医院（東富町）
熊田診療所（栃・那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

22

（53）2282
0287（83）2250
0285（64）1122

高瀬医院（宇留野）
近藤クリニック（栃・那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

29

（54）7777
0287（83）1166
0285（63）2303

一貫堂クリニック（下町）
金井医院（栃・那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）
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◎24時間体制で緊急医療情報を提供…
救急医療情報コントロールシステム
�029－241－4199

◎お子さんが心配な時、看護師が相談に応じます
茨城こども救急電話相談
プッシュ回線の固定電話から　　　�＃8000
◆相談日時　月～金　18：30～22：30
※プッシュ回線ではない固定電話、携帯、公衆電話からは

　�029－254－9900
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■■■　工事のお知らせ　■■■
　常陸大宮市文化センターでは、屋根防水・塗装及

び舞台改修等の工事を予定しています。

　それに伴い、

平成19年６月１日～７月31日（予定）
の期間中、大ホール及び小ホールをご利用いただけ

ません。

　利用者の皆様には、ご不便をおかけいたします

が、ご理解いただきますようお願いいたします。

　なお、会議室１・２、リハーサル室１・２、スタ

ジオ、和室１・２については、

通常通りご利用いただけます。

　今後とも変わらずご利用

くださいますよう併せてお

願い申し上げます。
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どうぞご利用ください
窓口業務の受付時間を窓口業務の受付時間を
延長しています延長しています　　　
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（２月１日現在・推計常住者）

総人口４７，１８２人（男２３，０２５人、女２４，１５７人）
世帯数１６，１５３世帯
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　２月11日、野球の独立リーグ「四国アイランドリーグ」
のコミッショナーで、元プロ野球選手の石毛宏典氏を招い
ての講演会が西部総合運動公園で開催されました。
　市野球連盟（桜井弘道会長）主催によるもので、午前中
は野球教室が行われ、市内の少年野球チームが多数詰め掛
けるなか、石毛氏は、自らユニフォーム姿で打撃や守備を
指導しました。
　午後は体育館内で講演が行われ、テーマは『野球人生と
アイランドリーグの夢を語る』として、自らの野球人生に
ついて、リーグを立ち上げた目的から現在に至るまでの経
緯や、設立２年でプロ野球入団選手を育てた実績などを紹
介。そして、地域に根付いた活動を進めたいなど、これか
らの夢について語られました。
　会場に集まった方たちは、氏の熱い思いに、熱心に耳を
傾けていました。
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